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a liar and a braggart， but seems now to have been at least 

partly vindicated. The Mendes Pinto adventures， if authentic， 

surpass the probably fictious ones which Captain John Smith 

claimed for himself. They began in childfood when he ran 

away from Lisbon and when the ship on which he sailed was 

captured by Moorish pirates. For their own reasons， his 

captors， instead of selling hini in Morocco， put him ashore 

in Portugal. Next， at the age of 26， Mendes Pinto sailed for 

the East where he wandered about for the next twenty-one 

years. Usually IJoilking India the point of departure for his 

trips， he， by his own statement， visited the Red Sea， Ethiopia， 

Ormuz， Malacca， Sumatra， Siam， Burma， China and even 

Tibet and Mongolia. He was possibly a member of the first ~ 

European party to set foot in Japan， and even if he was not 

it seems likely that he did go there ultimately. In more than 

one other Far Eastern place Mendes Pinto ciaimed to be 

the first European visitor. In the course of his travels he 

entered the Jesuit Order， which he soon left for want of 

vacation with the emphatic consent of his colleagues. Return-

ing to Portugal， he gave in his Peregrination an account of 

the places he had visited and the sights he had seen. It is 

no wonder that his tale was received with some reservations， 

but Philip of Spain was enough impressed with Mendes Pinto 

..... 

~<0 1 1 ~く~Uふさとν".lJλι- E>'母{尉U0 ニν何念総U鎖て ν ニt(l O to award him. a pension after becoming ruler of Portugal in 

SFmSOMendedMountil recently enjoyed a reputation as15飢
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上
文
に
よ
る
と
ピ
ン
ト
1

は
蛍
時
の
人
か
ら
法
服
吹
き
と
目
さ
れ
た
様
で
あ

る
が
、
同
町
年
ポ
ル
ト
カ
ル
に
飾
っ
て
か
ら
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
互
乗
ス
ペ
イ
ン
王

の
フ
ィ
リ
ッ
プ
か
ら
邸
宅
を
輿
え
ら
れ
た
と
一
お
う
か
ら
強
ち
そ
う
の
み
と
も
思

わ
れ
な
い
。
こ
れ
は
東
方
見
聞
鍛
で
有
名
な
マ
ル
コ

・
ポ
l
ロ
に
つ
い
て
も
云

わ
れ
た
話
し
で
あ
る
が
、
研
究
の
結
果
、
マ

ル
コ
・
ポ

1
ロ
の
見
開
も
全
て
が

誇
大
妄
想
的
で
な
い
事
が
次
第
に
透
明
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
と
軌
を
一
に
す
る

と
云
、
つ
富
市
が
出
来
よ
う
。

向
又
上
文
に
よ
る
と
、
ピ
ン
ト

l
の
冒
険
は
少
年
時
代
に
始
り
、
彼
が
リ
ス

ボ
ン
を
逃
れ
乗
船
し
た
船
が
ム
l
ア
人
の
海
賊
に
捕
り
そ
ロ
ザ
コ
に
質
ら
れ
る

所
を
、
年
少
の
故
か
一
旦
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
悶
附
さ
れ
た
。
そ
し
て
サ
六
歳
の
時、

彼
は
再
び
東
方
に
船
出
し
た
が
、
紡
復
す
る
こ
と
廿
一
年
と
云
う
。
そ
の
足
跡

は
紅
海
・
エ
チ
オ
ピ
ア
・
オ
ル
ム
ズ
・
マ
ラ
y

カ
・
ス
マ
ト
ラ
・
シ
守
ム
・
ピ

ル
マ
・
支
那

・
チ
ベ
ッ
ト
・
蒙
古
に
及
び
、
そ
し
て
更
に
わ
が
日
本
に
到
っ
た

最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
の
一
人
で
あ
る
と
云
う
。

通
説
に
よ
る
と
ピ
ソ
ト

l
は
一
五

一
四
年
頃
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
生
れ
、

一
五
三

一
年
か
ら
五
八
年
迄
蛍
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
ジ
ア
に
於
け
る
擦
貼
マ
レ
l
半

島
の
マ
ラ
ゾ
カ
を
中
心
と
し
て
活
躍
し
、
一
五
四
四
年
(
日
本
側
記
録
で
は
一

五
四
三
年
)
初
め
て
日
本
に
到
り
、
四
六
年
再
度
渡
来
し
、
そ
の
鋳
途
ア
シ
ジ

ロ
l
と
云
う
日
本
人
を
マ
ラ
ッ
カ
に
伴
っ
た
が
、
こ
の
ア

γ
ジ
ロ

ー
が
後
年
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル
を
東
導
す
る
事
に
な
っ
た
。
そ
の
後
一
五
五
一
年
に
ピ

ン
ト
l
は
第
三
回
の
来
日
を
行
い
、
更
に
耶
蘇
舎
士
と
し
て
五
三
年
に
も
来
日

し
、
後
耶
蘇
品
開
を
脱
台
、
遂
に
一
五
五
八
年
に
二
十
年
振
り
で
故
闘
ポ
ル
ト
ガ

ル
に
戻
っ
た
。

ピ
ン
ト
l
の
「
放
浪
記
」
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
原
名
を

pw円
巾
向
江
口
忠
即
日
と

・

云
い
、
一
五
五
八
年
蹄
閥
後
彼
ピ
ン
ト
ー
が
除
法
の
関
暇
に
子
孫
に
讃
ま
せ
る

た
め
に
書
き
綴
っ
た
と
云
わ
れ
、

(但
し
芙
謀
本
に
は
ス
ペ
イ
ン
玉
フ
イ
リ

ッ

プ
に
捧
ぐ
と
あ
る
)
そ
の
出
版
は
二
ハ

一
四
年

(初
版
)
で
、
東
洋
(
モ
リ
ソ

γ
)
文
庫
日
銀
に
よ
る
と
リ
ス
ボ
ソ
で

MMa
g
n
s各
市
m
n
w
と
云
う
人
に
よ

っ
て
出
版
さ
れ
た
。

出
同
東
洋
文
庫
目
録
に
よ
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
-認
は

一
六
二
O
年
マ
ド
リ
l
ド
で

吋
Y
O
B
S
F
Z
ロ
立
に
よ
り、

フ
ラ
ソ
ス
謬
は

一
六
二
八
年
パ
リ
で

富
良
『
ロ
ユロ

国

g
E
Z
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
謬
は

一
六
五
三
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
守
口

E
E耳
2
Z
N
に
よ
り
、
叉
イ
ギ
リ
ス
謬
は
同
じ
く

一
六
五
三
年
ロ
ン
ド
ン
で

』・ロ白血
non-内
に
よ
り
、

更
に
ド
イ
ツ
謬
は

一
六
七

一
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

出
2
ロ己
n
y
zロ己

0
5
Hユ
n
y
回
0
0
5
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。

扱
て
イ
ギ
リ
ス
誇
は
前
記
の
通
り

マ
コ

ッ
ク
が
出
版
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
費
用
は
国

g
q
p
s官
と

F
a
0
4
2
n
w
巴
o
E
が
負
措
し
、
そ
の
芙
誇

者
は
出
向
ロ
ミ
ハ
U
O
何
回
ロ
で
あ
る
。
向
東
洋
文
庫
目
録
に
は
〉
吋
B
Z吉
田

〈
曲
目
宮
ミ

の
序
文
を
つ
け
た

一
八
九

一
年
ロ
ン
ド

γ
出
版
の
英
語
抄
誇
本
が

あ
る
。そ

し
て
現
在
坊
聞
で
最
も
え
や
す
い
の
は
「
放
浪
記
」
の
エ
グ
リ
マ
γ
叢
警

に
収
め
ら
れ
た
抄
謬
本
で
あ
ろ
う
。

此
本
は
前
記
の
一
八
九

一
年
ロ

ン
ド
ン
出

版
の
抄
誇
本
に
基
づ
い
た
様
で
、
抄
評
者
は
明
，
H
帥

F
R
C口
三
ロ
で
あ
る
。
街

エ
グ
リ
マ
ン
叢
書
の
書
名
は
司
O
『

E
間
口
巾
印
巾
〈
O
冨
岡
冊
目

E
S
1
5
8
で
、
そ

の
中
に
「
放
浪
記
」
の
一
部
が
斗
宮
司
ロ
ユ

za開
曲
目
件
同
包
叶
!
日
∞
と
し
て
収

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
放
浪
記
」
の
内
容
は
第
廿
五
章
か
ら
第
五
十
六
章

で
シ
ナ
及
び
我
日
本
に
関
す
る
部
分
の
み
で
あ
る
。

扱
て
私
は
昨
夏
在
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
館

(
現
在
は
大
使
館
)
の
敬
一ホ
に
よ

-110ー
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り
、
二
ハ
一
四
年
及
び
一
六
七
八
年
リ
ス
ボ
ン
夜
行
の
「
放
浪
記
」
と
現
代
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
と
の
街
誇
本
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
こ
れ
を
左
に
紹

介
し
よ
う
。

こ
の
制
到
謬
本
の
夜
行
者
は
リ
ス
ボ

γ
の
文
化
交
換
舎
と
、
り
オ
・
デ
・
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
の
ブ
ラ
ジ
ル
事
生
ホ
l
ム
阻
害
出
版
社
の
爾
者
で
あ
り
、
制
到
課
者
は
、

〉
【
凶
♀
訟
の
同
回
国
広
冨
O
ロ
丹
市
片
円
。
氏
で
、
刊
行
は
一
九
五
三
一
年
で
あ
る
。
(
部
数
は

明
か
で
な
い
が
限
定
版
で
あ
る
)

此
番
の
体
裁
は
ク
オ
l
タ
l
版
、
日
本
流
に
云
う
と
約
B
五
倍
版
で
俣
綴
廿

四
加
で
、
一
加
は
六
四
頁
で
あ
る
。
標
題
は

3
3四円一ロ白明朗
O

帽
の
田
町
丹
国
国
営
同
り
巾
弓
削
O

沼

g色何回同
MZo

で
「
フ
エ
ル
ナ
ン
・
メ
ン
デ
ス
・
ピ

γ
ト
!
の
放
浪
記
と
手
紙
」
で
あ
る
。

印
刷
の
体
裁
は
左
右
爾
頁
封
謬
で
、
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
に
一
六
七
八
年
版

の
原
本
を
複
篤
し
、
又
各
章
の
冒
頭
は
花
大
文
字
で
飾
り
、
原
本
の
悌
を
出
し

て
い
る
援
に
恩
わ
れ
る
。

本
書
は
二
部
に
分
れ
、
全
二
百
二
十
六
章
で
あ
る
が
、
第
一
部
は
第
一
章
か

ら
第
百
二
十
九
章
ま
で
、
叉
第
二
部
は
百
三
十
章
か
ら
で
、
此
部
は
二
ハ
一
四

年
の
初
版
本
の
タ
イ
ト
ル
・
ベ

l
ジ
を
具
え
て
い
る
が
、
第
一
部
は
前
記
の
様

に
一
六
七
八
年
版
の
タ
イ
ト
ル
・
ベ

J
ジ
で
あ
る
。

な
お
、
本
書
の
末
尾
サ
三
加
廿
四
加
は
手
紙
と
附
録
と
目
録
で
あ
る
が
、
附

録
と
し
て
は
ピ
ン
ト
1
の
放
行
地
闘
が
掲
げ
ら
れ
、
叉
挿
入
さ
れ
た
挿
織
は
グ

ラ
ビ
ア
版
廿
四
枚
、
原
色
版
十
二
枚
で
筆
鹿
を
極
め
、
中
数
枚
に
は
往
時
の
日

本
風
俗
を
葺
い
た
所
謂

E
o
g
g
即
扉
風
も
見
ら
れ
る
。

以
上
が
複
製
さ
れ
た
ピ
ン
ト
i

「
放
浪
記
」
の
概
要
で
あ
る
。

出
向
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
館
の
指
数
に
よ
る
と
、
リ
ス
ポ
ン
の

F
2
5江
田
切
帥
吋
国
同
・

何
日
円
阻
害
態
設
行
の
英
謬
附
き
の
「
放
浪
記
」
司
叩
円
叩
開
門
吉
田
明
白
伺
曲
四

2
2曲
師
骨

同吋開門ロ叫
O

冨
叩

E
g
同M
E
S
が
あ
る
が
未
だ
入
手
に
至
ら
な
い
。

課

注

漢

書

刑

法

志

内

智

雄

E撃

法

図

昭
和
三
十
三
年
六
月

ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
同
志
社
東
方
文

化
講
座
委
員
舎
刊

潟
県
五
葉
序
二
頁
凡
例
二
頁

本
文
八
六
頁
索
引
九
頁
英
文

序
・
凡
例
四
頁

二
千
字
た
ら
ず
の
嘗
用
漢
字
が
制
定
さ
れ
、
新
し
い
仮
名
づ
か
い
が
行
わ
れ

て
い
る
現
在
、
高
等
暴
校
程
度
の
教
育
を
・
つ
け
た
者
に
は
、
激
石
の
作
品
で
す

ら
筒
皐
に
は
こ
な
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
園
の
古
典
||
所
謂
漢
文

l
!の

讃
解
カ
は
も
と
よ
り
、
故
事
・
故
貧
等
に
関
す
る
常
識
な
ど
に
お
よ
ぶ
ま
で
、

甚
だ
心
も
と
な
い
能
力
し
か
身
に
つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
。
こ

う
い
う
教
育
制
度
の
現
朕
に
お
い
て
は
、
彼
等
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
漢
文
を

噛
み
く
だ
い
て
や
る
と
い
う
鯨
謬
・
注
樟
の
仕
事
が
、
専
門
家
の
仕
事
の
中
で

大
き
な
場
所
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
謬
文
は
、
従

来
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
漢
文
直
謬
体
で
は
五
十
歩
百
歩
で
、
こ
の
目
的
を
達

し
た
と
は
い
い
難
い
。
と
い
っ
て
口
語
誇
に
す
る
と
き
、
ど
の
て
い
ど
ま
で
意

霧
す
べ
き
で
あ
る
か
は
一
概
に
定
め
が
た
く
、
こ
こ
に
評
者
の
は
か
り
知
れ
な

い
苦
心
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
本
書
の
認
者
も
「
原
文
の
語
調
や
表
現
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
な
ど
を
保
存
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
正
確
か
つ
不
易
な
日
本
語
と
し

-111-


